




要約:母子保健システムが利用者の母子保健問題のニーズに対していかなる整合性を持ち、

かつ、これらの保健ニーズを持っている患者主体(利用者)の満足度をどの程度満たしてい

るかについて、それを評価する方法論を検討した。評価方法としては面接並びに自記式ア

ンケートを新たに設計しそれによってニーズの質と量を評価するとともに、具体的な母子

保健システムを利用した側からどの程度の満足度を与えられているかについての検討を行

うことの意義と重要性について検討した。 


